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I. 受講のおすすめ

受講のおすすめ

災害時の復旧（ディズアスタ・リカバリー）や大地震を想定した防災計画等において、事業継続マネ
ジメント（ＢＣＭ）のプロセスが重要であることは周知のとおりです。
世界においては、数年以内にISO化され、特に先行する英国では、BSI(British Standard Institute;
英国規格協会)により 英国規格25999(BS25999)が公開されました また BCMを推進する英英国規格協会)により、英国規格25999(BS25999)が公開されました。また、BCMを推進する英
国のBCI（Business Continuity Institute)では、BCMのプロフェッショナル人材要件のベースをCBCIを
日本をはじめ世界で展開しています。
ＢＣＭはリスクマネジメントとともに、企業経営に関わる重要なマネジメントプロセスの根幹としてそＢＣＭはリスクマネジメントとともに、企業経営に関わる重要なマネジメントプロセスの根幹としてそ
の概要を十分理解しておく必要があります。ＢＣＭは、技術者をはじめマネジメントプロセスにかかわ
る経営者を含めた様々な構成員が予め教育・訓練を受けて、はじめて組織としての実効性が伴う分
野とも言われています。
老舗企業のブランド失墜や地震 工場火災等により発生した重要コンポ ネント等の供給不全と老舗企業のブランド失墜や地震、工場火災等により発生した重要コンポーネント等の供給不全と
これによるその下流生産工程の停止等は、単なる企業広報やSCMという問題に留まらず、より包括
的な概念である事業継続マネジメントシステム（BCMS)で対処すべき課題となります。
事業継続を支える戦略的マネジメントシステムとリスクマネジメントに関する、実践的知識を習得す事業継続を支える戦略的 ネジメントシステムとリスク ネジメントに関する、実践的知識を習得す
る機会、ならびにBCMプロフェッショナル人材育成の国際的資格である、BCIのCBCI（Certified by 
CBCI) イントロダクションコースとして受講いただけれましたら幸いです。
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II. 受講対象者

受講対象者

－ BS25999やBCIの定めるBCMSのエッセンスを理解したい方。

－ BCMS審査員の登録要件の一つとして必要とされるCBCI資格を受験するにあたりBCMS審査員の登録要件の つとして必要とされるCBCI資格を受験するにあたり
BS25999と内部統制の関係整理、BS25999およびGood Practice Guidelineにお
ける重要な概念の理解を整理したい方。

－ BCM／リスクマネジメントに関心があり、体系的にマネジメントプロセスを修得・実践
したい方。

－ 内部統制、内部監査、コンプライアンス、ＣＳＲ、総務、広報IR、リスクマネジメント等
の業務に携わっている方。

－ リスクコンサルタント、リスクマネジャーを目指す方や現在コンサルタントとしてご活躍
の方。

安全規格 ＩＳＯ 情報シス ム 組織審査 要員認定等に携わる方 ほか
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－ 安全規格、ＩＳＯ、情報システム、組織審査・要員認定等に携わる方、ほか。



III. 受講のメリット

受講のメリット

BS25999-2 は、外部機関によるBCM 審査を推奨しており、欧米を中心に、日本でも
認証取得企業が増加傾向にあり、またSCMにおいても重要な概念であることから、今後、
事業継続のための体制整備が必至の状況となっています。事業継続のための体制整備が必至の状況となっています。
英国をはじめ、米国、日本等、多くの国々において事業継続マネジメントシステム
（BCMS）の規格化が進められおり、その中で、規格として先行し米国、日本をはじめ重要
規格として参照されているのがBS25999-2です。本講座はBS25999-2 に準拠すると規格として参照されているのがBS25999 2です。本講座はBS25999 2 に準拠すると
ともに、BCMに関する世界最大のNPOであるBCI(Business Continuity Institute: 事業継
続協会) が推進するBCI Good Practice Guideline に準拠しています。
BS25999-2 に基づくBCMS 審査員資格を取得しようとしている審査員やコンサルタン
トの方々向けの基礎コースとしても有効です。
本コースは、BCM の草創期よりBCI Good Practice Guideline に従ったBCM 実践教育
コースを提供し、財団法人日本情報処理開発協会が進めるBCMS 適合性評価制度にも
技術専門委員として参加した当協会認定講師でもあるBCMS 専門家が開発した当協会
認定テキストを利用し解説する実績ある内容となっています。
近年、BCI のCBCI 資格試験の準備として受講される方も増えており、その成果が現れ
始めております
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始めております。



IV. 受講カリキュラム

□受講日数
１日間 （午前9時30分～午後19時00分）
□受講カリキュラム
第１部 リスクマネジメント基礎講座
－リスクマネジメントの理論と実践－
１．はじめに
２．内部統制の限界
３．統合リスクマネジメントへの動き
４ 内部統制における の重要性４．内部統制におけるBCMの重要性
５．リスクマネジメントとBCMの手法
６．まとめ

第2部 BCMの理論と実践
１．ＢＣＭの定義と考え方
２ ＢＣＭが求められる背景２．ＢＣＭが求められる背景
３．ＢＣＭを巡る国際的動向
４．ＢＳ２５９９９に準拠した事業継続マネジメントプロセス
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V. 受講特典

□受講特典

－ BCM-RM研修コース 修了者でＢＣＭ－ＲＭ試験合格後、当協会BCM
会員の登録をされた方は、以下の特典を受けることができます。

・オープンセミナーへの参加費 割引(2,000円前後)
・オープンセミナー開催時の配布資料送付 有料 頒布
・オ プンセミナ 収録音声CD（もしくはカセット）有料・オープンセミナー収録音声CD（もしくはカセット）有料
頒布(2,000円前後)
・会報誌の送付
「ＢＣＭ ＲＭ ＢＣＭ リスクマネジ 事業継続経営 リスクマネ・「ＢＣＭ-ＲＭ ＢＣＭ・リスクマネジャー、事業継続経営・リスクマネ
ジャー」の称号の利用が可能
・当協会認定「リスクコンサルタント（マネジャー）養成講座」上級課程
（通学制orＤＶＤ教材orビデオ教材）、ＣＲＯ養成講座（通学制の
み）の全講義が1講座から受講可能
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